
１　施設の概要

対前年（％）利用区分等

4,860 4,775 4,970

1,380 1,570 1,550

332,854 343,138 361,574

162,982 187,405 173,956

2,899

平成28年4月1日

指定管理者の主な業務

令和６年度　指定管理者モニタリング結果及び評価表

施 設 の 名 称

所 在 地

施 設 設 置 目 的

設置年月日

所管課係名道の駅るもい

留萌市船場町2丁目114

経済観光課観光振興係

利 用 料 金 の 導 入

　留萌市の玄関口として、道路利用者の快適性の向上や観光をはじめと
した来訪者への適切な情報発信、地場産品や食資源などの紹介のほか、
親子や地域住民などが、ゆっくり時間を過ごせるくつろぎの空間を提供
し、交流人口の増加を図りながら、隣接したまちなかへ誘導すること
で、地域産業の振興や地域の活性化を図るため設置する。

管理棟、多目的広場、ふれあい広場、パークゴルフ場、ドッグラン、ト
イレ、四阿、駐車場（２ヶ所）、屋内交流・遊戯施設、ＥＶ充電施設、
防災資材庫など

特定非営利法人留萌観光協会

令和５年度～令和７年度

⑴　施設の維持管理に関すること
⑵　使用許可等に関すること
⑶　条例基づく事業の実施に関すること
⑷　事業の計画及び実施に関すること
⑸　アウトドア観光推進に関すること
⑹　上記業務に付随する業務　など

施 設 概 要 ・ 設 備

指定管理者名（選定方式）

指 定 期 間

あり

道の駅るもい管理棟

ドックラン

104.1

利用実績（人）

令和4年度 令和5年度 令和6年度

2,574 2,739

公募・非公募（理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（その他特記事項）
　燃料費、遊戯広場市民無償化補填に係る精算含む　令和５年度　　　　　　　０円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年度　４２３，２２８円

選 定 方 式

98.7

105.4

芝生広場 105.8

パークゴルフ場

92.8

指定管理料
（過去３年間）

　　　　年度

　令和５年度

  令和６年度

円

屋内交流・遊戯施設

（特記事項）
　令和４年度まで船場公園として指定管理としていたが、令和５年度よ
り道の駅るもいとして令和４年度直営管理をしていた屋内・交流遊戯施
設を含めて指定管理を開始した。

施 設 の 利 用 実 績

４８，３００，０００円

４８，７２３，２２８円



２　市（所管課）による評価

優秀 良好 普通 不十分 不良
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　指定管理者の事業計画書（提案書）の内容に基づき、その水準が達成されているかを市
が点検・評価するものです。
　評価の方法は、年度終了時に指定管理者から提出される事業報告書や市の立入点検等の
結果を参考に記載してください。

大項目

市民の平等利用

適切な組織・体制

職員研修・人材育成

避難経路が確保や避難時に支障をきたす障害物はないか

個人情報の管理方法においてセキュリティ対策を講じているか

職員が業務上知り得た秘密について漏洩防止対策を講じているか

業務について処理・対応が適切に行われているか

年間の事業量が適切に実行されているか

会計ソフトなど積極的に活用

施設毎に整理し、適切に報告

防火管理資格者の配置や自衛消
防訓練を実施

業務内容

条例に基づき減免や申請手続き
等適切に管理

管理区域、業務範囲について漏れなく的確に把握されているか

公共性を認識しており、平等に
利用されている

老若男女問わず事業の実施

施設や附属設備の保守点検作業は、必要な基準や仕様を満たしているか

安全対策は明確で、職員の教育・訓練の実施はされているか

施錠、警備体制等は適切であるか

適切な管理運営

労働関係法令等を遵守した規程を整備し、従事者の適正な労働条件を確保しているか

団体の経営状況は良好か

厚生労働省のモデル就業規則に
則り、規則を整備

利用者への適切な情報提供に伴
う、観光コンシェルジュ勉強会
を定期的に実施

市だけでなく警察や海上保安な
どの関係団体と連携した上で取
り組んでいる

当該施設管理運営をサポートする体制はあるか

設置目的を理解し、施設の有効
活用に勤めている

基準に適合した適切な管理

経理規程に基づき事務処理を実
施

経理規程に基づき事務処理を実
施

引き渡した備品等に過不足はないか

再委託先から適切に業務報告をさせるなど再委託の管理が適切か

評価
評価に対する説明

物価、人件費、光熱水費高騰に
より指定管理事業としては赤字
であったが、団体決算資料で黒
字経営を確認

加盟企業・個人によるサポート
体制がある

評価項目

業務報告や事業報告が適切に作成されているか

管
理
能
力

施
設
の
運
営

利用者の安全確保に関する研修を実施し、職員が内容を熟知しているか

事故や災害時等緊急時の連絡体制が十分に整備されているか

安全管理

緊急時対応

団体の概要

経理及び事務処理

個人情報保護

中項目

業務の第三者委託

経費節減・業務効率化

職員体制や配置人員は適切であるか

現場責任者、有資格者の配置、指揮系統や責任権限は適切か

業務の第三者委託の範囲、理由、委託先は適当であるか

備品等の維持管理
引き渡した備品等はその機能が失われていないか

経費節減や業務効率化が継続的に行われているか

秘密の保護

市の方針、施設の設置目的、業務等を理解した管理はされているか

市が示す施設運営方針や管理の基準等に適合しているか

公共の仕事という倫理性や法令遵守について認識し対応しているか

会計処理の基準等に基づき適正に事務処理となっているか

経理帳簿や台帳等を整備し、情報公開や監査請求に対処できるか

必要に応じパソコン等ＩＴ機器を活用できるか

事業内容に偏りがあり、利用者が限られることはないか

迅速に処理・対応し、都度協議

自衛消防訓練及び防災訓練を実
施

緊急対応マニュアルに基づき、
連絡体制が万全

障がい者就労施設なども積極的
に活用し、第三者への委託を実
施

月報や点検結果表・点検記録表
の提出の他にも、不具合が確認
された際には逐一報告を受けて
いる

直営による経費節減を心掛けて
いる

施設として求められている事業
内容となっており、工夫がみら
れる

避難経路に支障物など置いてい
ない

職員研修計画や業務指導に関し、適切に実施されているか

事業の内容や施設の有効利用に創意工夫がされているか

市職人に準じた義務を課し、適
切に管理

市や関係団体等と連携し、責任を持って事業に取り組んでいるか

正当な理由なく一部の市民に利用制限や優遇が行われていないか

物品管理台帳を整理し管理

老朽化したものは市との協議後
破棄し、必要なものは買換えを
行っている
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３　利用者による評価

・回答数は782名。うち留萌市内147名、留萌管内39名、札幌市144名、
旭川市134名、その他道内167名、道外127名、国外3名、未回答21名）。
・回答者の年代を見ると60代以上が37.4％を占める中、10代及び10代以
下も29.3％と芝生広場や屋内交流・遊戯広場を目指して道の駅るもいを
訪れている方が多いことが推測される。
・新たに追加した項目として、「次の目的地」に対する問いについて
は、稚内市が9.2％と最北の地を目指す方が多い中で、留萌管内町村が
20.4％、留萌市内及び道の駅るもい（ちゃいるも含む）を目指して訪れ
ている方が14.8％となっており、道の駅るもいが留萌管内のゲートウエ
イとしての役割を果たしていることや管理棟内に設置しているショップ
カードなどにより、留萌市内への誘導が行われていることが推測され
る。
・道の駅るもい全体の評価「５（良い）－１（悪い）」については、
「５」及び「４」の占める割合が74.9％となっており、概ね高い評価と
なっている。
※調査結果の割合については、各項目「未回答」を除く

調査結果

利用者からの意見等

調査対象

調査方法

障害者、子ども、高齢者等に配慮した管理がされているか

・意見・要望には、「施設の清潔感」「居心地の良さ」「食」に関する
好意的な意見が多かった。半面、「ごみ箱の設置」「飲食店の増設」
「公園遊具の設置」「野菜や海産物の販売」などのニーズがあった。
・今後、キャンピングカーから要望が多かった「ごみの有料受入」や
「リピートしたくなる施設づくり」など来訪者のニーズに応えられるよ
うな施設管理をすることで、リピート率と満足度の向上に繋げる。

道の駅るもい管理棟４カ所にアンケートを設置

令和６年４月１日～令和７年３月３１日

セルフモニタリングが適切に行われているか

サービスの向上かつ収入増に結び付いたか

収支のバランスはとれているか

利用者の苦情や要望、意見等に適切に対応しているか

省エネ等の環境に配慮と廃棄物処理は適切か

イベント開催時に市内の学校や
幼稚園に告知し参加の呼びかけ

利用者アンケート 道の駅るもい管理棟来訪者

地域住民等との連携に積極的に取り組んでいるか

施設の利用促進に努めているか
施
設
の
運
営

自主事業

実施時期

利用者サービス

障害者等への配慮

苦情等への対応

環境への配慮

セルフモニタリング

利用者サービスの向上に努めているか

利用の促進

事業報告書と事業計画書を比較し収支の過小、過大はないか

地域との連携

ゴミの分別等適切に行われてい
る

総合評価 優　　秀

特記事項への対応

事業報告書

募集要項における特記事項について考慮されているか

季節を問わず幅広い年代に対応
した事業の実施や情報発信によ
り施設の利用促進が行われてい
る

スロープの破損を確認し速やか
に報告。車いす、ベビーチェア
等完備。動線の障害物は極力排
除している。

アンケートを実施することで頂
いた意見を参考に市と連携のも
と適切に対応・改善している

アンケート結果などを基に適切
に行われている

清掃等施設の美化や常設アン
ケートを実施し、利用者の意見
を聞くことでサービス向上に努
めている



４　指定管理者による自己評価

５　留萌市指定管理者選定委員会による総合評価

＜道の駅るもい管理棟＞
・利用者の皆様が快適かつ安全に過ごせるよう、定期的な清掃や安全管
理を徹底し、コンシェルジュブースでは、まちなかの情報や観光・アウ
トドアに関する最新情報を対面で丁寧にご案内し、来訪者の満足度向上
に貢献した。
・展望休憩室が市内外の企業や団体に年間77件利用された。
・1階スペースでは、旧JR留萌駅の再現展示やラストラン映像の上映、
駅そば店の営業などを通じ、廃線後も留萌駅の記憶や賑わいを多くの来
訪者に体感していただく機会を創出した。
＜屋内交流遊戯施設「ちゃいるも」＞
・遊具の難易度変更や新規絵本の導入などを継続的に実施し、リピー
ターの増加を図るとともに、昨年に続き1月2日には無料での臨時開館を
行い、施設利用者の拡大を図った。
＜施設の利活用事業＞
・ホームページ統合やSNS、道の駅スタジオを活用した「情報発信事
業」、観光コンシェルジュによる「情報拠点事業」、市民・団体と連携
した「賑わい創出事業」、大手メディアを活用した「利用促進企画広
告」、初心者向けアウトドア体験を企画・実践する「アウトドア観光推
進」、そしてロゲイニングやまちなかカードを用いた「まちなか誘導事
業」など、多角的なアプローチで施設の価値向上への貢献を果たした。
＜自主事業＞
・スマートモデューロ内に「道の駅るもいスタジオ」と「コワーキング
スペース」を新たに設置した。
・チャレンジショップ4店舗が営業し、親子連れや地域住民の憩いの場
を提供するとともに、留萌の食の魅力発信に繋げた。
・新たな試みとして、子ども用ライフジャケットの無料貸し出しサービ
スも開始し、家族連れの安全な観光を支援した。

今年度の自己評価

・道の駅るもいにおいて、観光をはじめとする情報発信、24時間駐車
場、24時間トイレのほか、飲食、お土産、公園機能、屋内遊戯施設を内
包する地域の顔であるという観点から、多様な事業体や市民のプラット
フォームとなり、同時にアウトドア観点事業の拠点とすべく、オール留
萌の総合力を発揮できるように努める。
・観光施設を含む各施設への来訪者の循環を促進し、留萌ならではの体
験を提供すると共に、観光客数の増加を図りつつリピーターに繋げる。
・積極的な情報発信及び集客力を高める賑わい創出、地域全体に人々を
流動させるまちなか誘導などに取り組む。
・経営面においても、経費削減や業務効率をあげるなど安定した経営を
目指す。
・行政の代行者として平等かつ公平な取扱いによる安全で快適な管理運
営を行うとともに、施設をただ単に維持管理するだけでなく、利用者及
び来訪者からの声なども聞き入れつつ様々な視点から各施設の魅力をよ
り効果的かつ効率的に活用し、更にそこから新たな価値を創造する経営
的な感覚を取り入れた施設管理運営を目指し、より質の高いサービスの
提供を務める。

今後の目標

留萌市の玄関口として市内外へ向けた情報発信に努めるととも
に、利用者や地域住民との関係構築にも努力している。今後も
所管課と緊密に連携し、利用者のニーズに応える質の高いサー
ビスを提供することを期待する。 〇

普通 不十分 不良良好

総合評価結果

優秀


